
         教育長だより   Ｎｏ．１０ 

                                                                  ２０２１年７月１日   

 

 ※ 昨年度の改訂版です。               

 

       所見(通知表)記入の極意 ＋ひきこもり先生 

      ～ 通知表は『子どもの評価』だけでなく、『先生の評価』を親にみてもらうモノでもあります？？～ 

 
１．「学習面」と「生活面」の２つを書きましょう。 

  学校での子どもの様子を伝えるには、「授業に関わること」と「学校生活に関わること」の２つの面が適

当です。これで子どもの全体像が保護者さんにだいたい見えるでしょう。 

 

２．『文章は、短く・端的に！』・・・あらゆる文章の大原則です。 

  記入枠が狭い中、７～８行の長文が一つというのがありました。ちょうど英語の大学入試問題のようで、

読解が難しいです。伝えたいことを的確な言葉で、短く書きましょう。（丁寧に説明したり、まわりくどい

のはいけません。文章をそぎ落として、できる限りスリムにして、核心を伝えます。） 

  また、難しいことばや業界用語（専門用語）などを使ってはいけません。だれでもわかる言葉で。 

  ※２つの例文： 

   ①「職員室(の窓)から(外の景色を)見ると、黄色い幼稚園の波屋根に、桜(の木)が５～６本、青々と(生い)茂 ってい(るのが見 

え)ます。」←( )の部分は、書かなくても十分意味が通じます。そこをそぎ落とすと次のよう になります。⇒ 

②「職員室から見ると、黄色い幼稚園の波屋根に桜が５～６本青々と茂っています。」 

 

３．『絵を描くように』（具体例を１つ入れて書く。）←ここが所見の一番のポイントです！ 

  中学校の社会科で「窓方式」（という教え方）があります。ちょうど一つの窓から外を見ているように、

具体的なモノをあげ、その上で一般化して（広げて）教えるという方法です。 

※その例文→「号令係として大きな声であいさつするなど、学級のみんなをリードしてがんばっています。」 もし、この文が「学

級のみんなをリードしてがんばっています。」とだけなら、相手に伝わるのは、だいぶ弱くなると思います。「学級でがんばっていま

す。」は、もっと悲惨ですね。具体物を例示した上での一般化が、「地に足のついた」説得力を持ちます。 

（親が「先生はウチの子をしっかり見てくれてる。」と、そこから読み取ってくれます。でも、具体例のない一般的な文章では「この

先生、ちゃんとウチの子見てくれてるの？」と、逆に保護者さんの不安を増す材料となってしまいます。） 

                      ↓ 

 的確な文章は、保護者さんの信頼を生みます。そして、それが子どもに対する共通の見方となり、学校と家庭の両面から連携して

子どもを育てることになります。もっと言うと、あなたの授業をしっかり聞いてくれる子、授業に前向きな子が増えることにつなが

ります。 

 

４．ダブり（繰り返し）に注意 

  数行しかない文章で同じ（ような）言葉が繰り返されていると、くどい感じがしてとても気になります。

できるだけ省くか、別の言葉、他の言い回しに換えましょう。 

※気になる例文：「掃除の時間、保健室の掃除を黙々とまじめにがんばっています。」 



         修正すると →「保健室の掃除を黙々とやっています。」（これで保護者さんには十分伝わります。） 

 

５．強調の言葉は控える。 

  「とても」「大変」「すごく」などは、数行の短い文章では使わないのが基本です。子どもの仕草を書く

だけで、すでに強調していることになっています。 

 

６．「思います。」という表現は控える。・・・担任として「自信を持って伝える」意味で。 

 

７．文字変換に注意  パソコンの変換では、授業で普通使わない漢字が出ます。打った後は確認を！ 

※例：身に付く×→身につく○、下さい×→ください○、～の通り×→～のとおり○(かな使い)・・・などです。特に、「下さい」

や、「～の通り」の漢字使用はまちがいです。これらは「当て字」といわれるものです。 

 

※ 文章表記の基準は、「滋賀県のホームページ」の右上、『役所ことば改善の手引』を検索してください。他

にもたくさん注意するところが書かれています。 

 

   通知表は、担任と保護者をつなぐ重要なツールです。 
 

特に所見は、「先生はあなたをしっかり見ていますよ。」という担任のメッセージです。そのためにも、日

ごろから子どもの「いいところさがし」をしっかりしておきましょう！ 

また、通知表はその内容(文章)を見て保護者が先生を評価するツールともなります。 

この事もお忘れなく。 

 

 

おすすめのテレビ番組があります。 
 

 『ひきこもり先生』（ NHK 毎週土曜日 午後９時～、再放送は日曜日 午後２時～ ） 

１１年間ひきこもりをしていた上嶋（役：佐藤二朗）が、地域の人の支援で３年前になんとか脱出。焼き鳥屋を

始めます。接客がダメなので、「注文は、紙に書いてください。」という店。もちろん、ほとんど客はなし。第１

話は、そんな彼と不登校の女子中学生との出会いから。彼女の母親は、夫の失業がきっかけで関係がうまくいかず、

家を出て風俗店で働きます。父と娘の２人になった家はゴミ屋敷化。こうして家庭が崩壊し、学校へ行けなくなり

ます。ある日、公園で彼女と上嶋が出会い、彼は自分の別れた娘と重なり、「何とか助けたい。」と。そして、上

嶋はひょんなことから母校の中学校の臨時職員（不登校支援員？）となります。STEP教室（不登校傾向の生徒向け

の教室）の若い担任を支援（？）する「先生」です。彼をこの学校へ引き込んだSSWの先生（役：鈴木保奈美）との

３人で、中学校の不登校生支援やいじめ問題に立ち向かっていくという番組です。先週の第３話は、教室に入れず、

毎日、花壇の世話をしに登校する男子生徒の話でした。同じ３年の同級生からいじめを受けます。トイレの個室に

入れられ、上からバケツで水をかけられるという事件がありました。さらに、大事にしている花壇を踏み荒らされ

ました。上嶋たちは「いじめです。」と訴えますが、体面を重視する校長は「うちの学校にいじめはない。これは

よくある人間関係のトラブルに過ぎない。」と・・・。また、担任も校長の「意をくんで」、加害の生徒と被害者

を強引に握手させます。いじめを見つけようともしない担任。それどころか、加害者の生徒との関係を大事にする

という学級経営です。登場する生徒は、どこにもいるような本当に重い課題を抱えています。そんな中で人を信じ

られなくなり、不登校に。「子どもに寄りそうこと」がいかに大事か。番組は教えてくれます。あと２回の放送。 


